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一般演題プログラム

口 演 発 表

口演1群［ 看護実践・外来・在宅看護 ］
座長：登喜 和江（千里金蘭大学） 

原田 路可（徳島大学病院）

O-01 回復期病棟でのフレイル予防への取り組み
松川 未来 医療法人穂翔会 村田病院

O-02 『聞き書き』の実践で介護者のソーシャルサポートに繋がった事例
鶴田 綾  公益社団法人福岡医療団 千鳥橋病院、熊本保健科学大学 キャリア教育研修センター

O-03 脳外科病棟におけるポジショニングに焦点をあてた褥瘡予防の取り組み
黒川 初美 IMSグループ医療法人社団明芳会 横浜新都市脳神経外科病院

O-04 生活期における脳卒中リハビリテーション看護認定看護師の役割の認識 
―生活再構築や再発予防に焦点をあてて―

テグラ 繭美 訪問看護ステーションにしお

O-05 看護専門外来における脳神経疾患患者の両立支援
安永 惠 独立行政法人労働者健康安全機構 九州労災病院

口演2群［ 看護実践・チーム医療 ］
座長：原 明子（埼玉県立大学）　　 

水迫 友和（鹿児島国際大学）

O-06 摂食嚥下障害のある急性期脳卒中患者への熟練看護師の食事介助
小笠原 美樹 松江赤十字病院

O-07 脳卒中ケアユニットにおけるせん妄対策に関する意識向上への取り組み
西 友里香 医療法人光川会 福岡脳神経外科病院

O-08 急性期病院における院内発症の脳卒中患者の実態と今後の課題
稲森 晃 山口県立総合医療センター

O-09 クリニカルパスを用いた指示の統一化が脳出血急性期患者の血圧管理に及ぼす 
影響の評価

宮元 亜希子 国家公務員共済組合連合会 三宿病院

O-10 脳卒中チームにおける診療看護師（NP）の有効性
村井 祐希 NTT東日本関東病院

O-11 消化態栄養（ペプタメンスタンダードⓇ）を使用した経腸栄養パスの有効性
中内 健太 宮崎県立延岡病院
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口演3群［ 看護実践1 ］
座長：木下 真吾（日本赤十字広島看護大学） 

帆苅 真由美（新潟青陵大学）　　　　

O-12 看護職の「接遇」向上に関する実態調査 ～脳神経外科急性期病棟において～
宇野 夢叶 社会医療法人 柏葉脳神経外科病院

O-13 脳外科患者の転倒転落予防と ADL向上に向けた取り組み 
―多職種リハビリテーションカンファレンスの効果検証

佐々木 将 秋田大学医学部附属病院

O-14 急性期脳卒中患者の尿失禁に対する看護実践に影響を与える要因
更谷 和樹 社会医療法人柏葉会 柏葉脳神経外科病院

O-15 血栓回収療法時のDoor to puncture Time短縮に向けての血管撮影室での取り組み
小島 友梨香 横浜市立市民病院

O-16 A病棟看護師の嚥下障害患者に対する関わり 
食事介助カードを導入したことで見えてきた課題

伊藤 栞 学校法人 東京医科大学茨城医療センター

O-17 てんかん外科手術を決意してから手術後1年までの成人てんかん患者の 
社会生活における体験

曾根 千尋 独立行政法人国立病院機構静岡てんかん・神経医療センター

口演4群［ 看護実践2 ］
座長：落合 聖乃（順天堂大学医学部附属順天堂医院） 

内田 都（人間総合科学大学）　　　　　　　　

O-18 脳卒中後に嚥下障害を呈した患者の嚥下機能改善における脳神経外科病棟看護師の 
日常生活援助の認識と実践

秋元 麻衣 日本医科大学千葉北総病院

O-19 患者の認知機能に応じたコミュニケーション手段による意思表明支援
本田 愛奈 医療法人徳洲会 福岡徳洲会病院

O-20 意識障害患者に対するカンファレンスを通したスタッフの意識変容
石原 真奈珠 藤田医科大学病院

O-21 離島における高次脳機能障害者への支援の検討
水迫 友和 鹿児島国際大学 看護学部 在宅看護学分野

O-22 生活行動回復看護技術を使ったコミュニケーション獲得の取り組み 
～寝たきり患者を放置しない～

石山 理子 桜十字病院

O-23 クラゾセンタン導入によるくも膜下出血患者の脳血管攣縮期における看護の変化
笹山 生帆 一般財団法人広南会 広南病院
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口演5群［ その他 ］
座長：田村 綾子（四国大学学際融合研究所） 

石川 孝則（広島文化学園大学）　　　

O-24 脳卒中リハビリテーション看護認定看護師による Post-Stroke Depressionの評価に 
関する実態調査

千葉 幸一 埼玉県総合リハビリテーションセンター

O-25 脳血管内治療を行った患者への退院後の不安に寄り添った退院指導の必要性の考察
近藤 果結 医療法人光川会 福岡脳神経外科病院

O-26 脳神経外科における診療看護師（NP）の役割および課題の検討
加藤 祐子 NTT東日本関東病院

O-27 X病院脳卒中心臓病等総合支援センターの現状と課題 ～2事例を振り返って～
本多 正繁 三重大学医学部附属病院 看護部

O-28 リハビリテーションに取り組む壮年期脳卒中患者の葛藤とその看護に関する文献検討
左近 帆乃佳 東京都立大学 人間健康科学研究科 看護科学域

O-29 脳卒中患者の退院後のセルフケアマネジメントの実態 
～A病院の脳卒中再発予防患者教育後の意識・行動変容～

正木 明子 地方独立行政法人堺市立病院機構 堺市立総合医療センター

口演6群［ 症例報告 ］
座長：佐藤 雅子（国立障害者リハビリテーションセンター学院） 

山下 裕紀（関西医科大学）　　　　　　　　　　　　　　

O-30 A病院健康フェスタ「脳卒中相談コーナー」開催後の考察
小堀 加菜恵 熊本リハビリテーション病院

O-31 がん終末期の認知症の人が表出する苦痛と心情を慮る看護
白井 幸乃 社会医療法人寿量会 熊本機能病院

O-32 言語的コミュニケーションが困難な患者の意思表出を目指した関わりについて
森 眞悟 国家公務員共済組合連合会 熊本中央病院

O-33 頭部外傷後の回復期における高次脳機能障害に対するフィードバックの効果
信川 江莉子 大阪府済生会 大阪北リハビリテーション病院

O-34 危機的状況にある終末期患者家族への看護
浜川 由美子 鹿児島市立病院

O-35 延髄外側梗塞にて嚥下障害がある患者の心理反応への看護 
―フィンクの危機モデルを用いた看護実践と評価―

藤田 理絵 一般財団法人広南会 広南病院
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ポスター（示説）発表

示説1群［ 外来・在宅看護・症例報告 ］
座長：福良 薫（北海道科学大学）

P-01 脳梗塞患者の受診遅れに関する研究
和田 匡生 高知県立あき総合病院

P-02 高次脳機能障害患者に対する急性期病院外来での支援 
～切れ目のない支援の必要性を感じた一症例～

蒲池 有加 独立行政法人労働者健康安全機構 長崎労災病院 看護部

P-03 術後の小脳腫瘍患者に対する早期の社会復帰を目指した関わり
角本 全 福井大学医学部附属病院

示説2群［ 看護実践1 ］
座長：岩室 理恵（聖路加国際大学）

P-04 脳卒中患者への緩和ケアの現状 
―脳卒中看護認定看護師と緩和ケアチーム間における相談内容の質的分析―

横井 靖子 名古屋市立大学大学院 看護学研究科

P-05 重度脳卒中患者への日常生活援助の中で行うADLを強化するための看護ケアの認識と関連
百田 武司 日本赤十字広島看護大学

P-06 レボドパ持続皮下注射療法導入患者に対する病棟－外来継続看護の取り組み
井上 直美 京都大学医学部附属病院

P-07 脳卒中患者の家族への早期在宅移行に向けた看護実践に関する文献検討
林 みよ子 静岡県立大学

示説3群［ 看護実践2 ］
座長：金井 香子（JA愛知厚生連 江南厚生病院）

P-08 改定水飲みテストの導入と今後の課題
渡邊 祐美 医療法人社団愛友会 三郷中央総合病院

P-09 クモ膜下出血後のスパズム期に伴う頭痛緩和ケア ～温罨法とアロマテラピーの効果～
市川 奈々帆 独立行政法人国立病院機構 高崎総合医療センター

P-10 身体拘束に対する看護師の意識調査 ―身体拘束解除の障壁について―
桑田 加奈 恩賜財団 埼玉県済生会川口総合病院

P-11 A病院における排尿ケアチームの発足から現在までの活動報告
岩佐 朋子 船橋市立医療センター
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示説4群［ 看護実践・チーム医療 ］
座長：水谷 泰子（三重大学医学部附属病院）

P-12 脳神経外科病棟における身体拘束解除に向けた取り組み ～認知症マフを活用して～
小林 楓 社会福祉法人恩賜財団済生会 山形済生病院

P-13 外国人患者の宗教に対する想いと看護介入で学んだこと
照屋 政美 沖縄県立南部医療センター・こども医療センター

P-14 急性期脳神経外科病棟看護師とセラピストが抱く身体拘束についての意識調査
日浦 菜々子 徳島赤十字病院

示説5群［ 症例報告・看護実践 ］
座長：小林 絵里佳（関東労災病院）

P-15 回復期リハビリテーション病棟における多職種協働で得られた一考察 
～臨床心理士との協働～

菊池 希 社会医療法人寿量会 熊本機能病院

P-16 看護ケアの選択で困難を生じた事例を振り返って 
～依存的な言動が多く日常生活動作の拡大が困難だった患者～

佐藤 綾香 医療法人光川会 福岡脳神経外科病院

P-17 ALS患者に対する摂食嚥下支援の一例
伊沢 明子 国保直営総合病院 君津中央病院

P-18 脳腫瘍により高次脳機能障害を発症した患者との関わり 
～患者と家族の回復期支援について～

角井 玲菜 福井大学医学部附属病院

示説6群［ 看護実践3 ］
座長：安永 惠（独立行政法人労働者健康安全機構 九州労災病院）

P-19 脳卒中患者の行動変容を目指した再発予防支援介入 
～パンフレットを用いた退院指導を実施して～

安藤 雅子 IMSグループ医療法人社団明芳会 高島平中央総合病院

P-20 経鼻胃管自己抜去の危険性がある患者の身体拘束最小化に有効なカンファレンスの実態
佐藤 悠子 秋田県立循環器・脳脊髄センター

P-21 高次脳機能障害を有し自宅退院した患者に対する退院指導の実態調査
小崎 明美 朝日大学病院 脳神経外科病棟

P-22 意識障害患者・家族への透析見合わせに時間を要した事例を振り返る
竹内 廣美 川崎市立多摩病院
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示説7群［ その他 ］
座長：大川 哲平（福井県済生会病院）

P-23 当院 SCU看護師を対象とした身体抑制に関する看護実践の実態調査
山本 鷹彦 福岡脳神経外科病院

P-24 新型コロナウイルス感染症「5類感染症」移行に伴う認定看護師活動の見直し
岩永 妙 独立行政法人北九州市立病院機構 北九州市立八幡病院

P-25 TIAトリアージによる SCU病棟管理への効果
川原 学 社会医療法人祥和会 大田記念病院

示説8群［ その他 ］
座長：曽我部 惠子（大阪警察病院）

P-26 脳卒中患者の再発予防行動の変化と影響要因に関する文献検討
梶原 聡子 静岡県立大学

P-27 脳神経領域の看護教育の現状と動向に関する文献検討
染谷 彰 東京医科大学 医学部 看護学科 成人看護学分野

P-28 成人、高齢者に行ったアロマトリートメントが脳波と唾液 IgAへ及ぼす影響
佐藤 光栄 桐生大学 医療保健学部 看護学科

P-29 脳卒中罹患後に在宅生活をおくる人々の脳卒中再発予防行動や困りごとの現状調査
佐藤 香織 深谷赤十字病院

示説9群［ 症例報告・他 ］
座長：佐々木 美和子（秋田県立循環器・脳脊髄センター）

P-30 血管内治療に対する術前訪問の効果の検討
中浦 芙美 医療法人光川会 福岡脳神経外科病院

P-31 急性期病院における、転院後と自宅退院後を早期から見据えた看護介入
惠美 里奈子 福井大学医学部附属病院

P-32 脳梗塞を再発した患者に対する退院支援の関わり
宮地 志歩 福井大学医学部附属病院

示説10群［ 看護実践・他 ］
座長：岩佐 朋子（船橋市立医療センター）

P-33 急性期病院脳神経外科病棟における院内デイケア実施と看護師の評価
岩本 恵利子 国立大学法人 秋田大学医学部附属病院

P-34 筋萎縮性側索硬化症を発症した患者とその家族に対する独居での自宅退院を目指した関わり
野路 美邑 福井大学医学部附属病院

P-35 家庭菜園を生きがいとした脳卒中急性期患者への意思決定支援
完山 優衣 独立行政法人労働者健康安全機構 九州労災病院 看護部


